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学 位 論 文 題 名 

Molecular Evolutionary Studies on the Major Histocompatibility Complex  
of Japanese and Russian Raccoon Dogs, Nyctereutes procyonoides 

(日本およびロシアにおけるタヌキNyctereutes procyonoides の 
主要組織適合遺伝子複合体に関する分子進化学的研究) 

 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

本学位論文では、東アジアに固有であるイヌ科動物のタヌキNyctereutes procyonoides について、

免疫システムを担っている主要組織適合遺伝子複合体（MHC）のクラス I 遺伝子およびクラス II
遺伝子の分子進化学的解析と考察が行われた。タヌキは、イヌ科において系統進化的にも独自の

位置を占めているが、その分子進化学的研究は他種に比較して立ち遅れている。さらに、野生哺

乳類の分子進化学的・集団遺伝学的研究では、ミトコンドリア DNA およびマイクロサテライト

DNA などの中立的に進化する遺伝子マーカーが従来分析されてきたが、本研究では免疫系の機

能遺伝子である MHC に着目し、病原体への適応進化や保全生物学的視点から解析した点に新規

性がある。本研究では、以下の新しい知見が得られた。 
日本列島と大陸ロシアに生息するタヌキについて、MHC クラス I 遺伝子およびクラス II DRB

遺伝子の対立遺伝子を単離し、塩基配列の分子進化学的特徴を解析した。その地理的分布を調べ

ると、生息地全域にわたって分布する対立遺伝子、および、特定地域のみに分布する対立遺伝子

が検出された。得られた対立遺伝子における抗原結合部位の塩基配列について、同義置換に対す

る非同義置換の割合を算出すると、両クラスにおいて 1 より大きな値をとることが明らかとなっ

た。これは、両クラスの遺伝子が、正の選択を受けて進化してきたことを示唆する。さらに、両

クラスの遺伝的多様性は、相同染色体間の組換え、病原体駆動による正の選択、地理的障壁によ

って維持されてきたことが示された。 
さらに、MHC クラス II DRB 遺伝子の分子系統では、種を超えた多型（trans-species polymorphism）

は見られず、イヌ科において単系統であった。これにより、タヌキの系統分岐が古く独自の進化

を経てきたこと、および、タヌキに特異的な病原体による影響が強く関与しているものと考えら

れた。一方、クラス I においては、イヌとの間に種を超えた多型が見られ、長期にわたる平衡進

化が起きていることが示唆された。 
本論文のクラス II に関する研究成果は国際学術誌に公表済み、クラス I に関する成果は国際学

術誌に投稿中であり、哺乳類の環境への適応進化および系統進化の研究に貢献するところ大なる

ものがある。 

 よって、著者が北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。 

 


